
令和３年度年９月第７回神石高原町議会定例会

９月定例会は、３日（金）から１６日（木）まで開かれ、令和２年度決算の認定、令和３年度９

月補正予算、神石高原町役場庁舎移転に伴う関係条例の整理に関する条例の制定など３３

議案を審議し、原案のとおり可決しました。

令和２年度決算に基づく健全化比率などの報告、教育委員会事務の点検評価についての報

告がありすべて承認しました。

【報告】

○令和２年度決算に基づく健全化判断比率報告書（総括表）

区分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

令和２年度決算

健全化判断比率
― ― ５．７ ―

（早期健全化比率） （１４．３３） （１９．３３） （２５．０） （３５０．０）

（財政再生基準） （２０．０） （３０．０） （３５．０） ―

〇令和２年度決算資金不足比率報告書（総括表）

区分

法適用企業 法非適用企業

宅地造成事業以外 宅地造成事業以外 宅地造成事業

病院事業会計 簡易水道事業

特別会計

農業集落排水事業

特別会計

総合開発事業

特別会計

令和２年度決算

資金不足比率
― ― ― ―

（経営健全化基準） （２０．０）※公営企業ごと

【提案議案の主なもの】

＜町役場庁舎移転に伴う関係条例の整理に関する条例の制定＞ 議案第１５３号

○改正する条例 ・町公民館設置管理条例 ・町福祉事務所設置条例

・町後期高齢者医療条例 ・保健福祉センター設置管理条例

名称 位置（改正前） 位置（改正後）

町中央公民館 神石高原町小畠２０２５番地 神石高原町小畠１７０１番地

町福祉事務所 〃 〃

保健福祉課 〃 〃

町保健福祉センター 〃 〃

＜町公衆便所設置条例の一部改正＞ 議案第１５４号

○田川瀬公衆便所（油木甲９４４－３）の廃止に伴い、条例の別表から当該項を削る。



＜工事請負契約の変更＞ 議案第１５５号

変更後 変更前

工事名 町立病院移転新築事業

町立病院建設事

同左

〃

工事場所 神石高原町小畠１７０９番３他 同左

請負金額 ２，２９７，９００，０００円 ２，２５８，１５３，７００円

請負者 戸田建設株式会社 広島支店 同左

工期 議決日の翌日～Ｒ４．１．３１日 同左

・患者ベッドとナースコールのデジタル化 ・１階部分のＸ線保護壁の変更

・一部壁への石膏ボード変更（マグネットキャッチボード）

＜財産の取得＞ 議案第１５６号 １５７号 １５８号 １５９号 １６０号

物品名 町立病院用物品（待合ロビー椅子など）

契約金額 ７，２６０，０００円（内消費税６６０，０００円）

相 手 方

住所 神石高原町油木乙１９３３番地

氏名 株式会社総商さとう

代表取締役 佐藤 友則

納期 議決日の翌日～Ｒ４．３．２５

購入備品
待合ロビー椅子、授乳室おむつ交換台、椅子

収納庫ほか

         ・指名競争入札（１２社）  落札率７７．１％

物品名 町立病院情報システム（電子カルテ）

契約金額 １５１，８００，０００円（内消費税１３，８００，０００円）

相 手 方

住所 広島市中区八丁堀１６－１１ スタートラム広島１１Ｆ

氏名 日本事務器株式会社 中四国支社

支社長 谷 省吾

納期 議決日の翌日～Ｒ４．４．３０

購入備品

町立病院情報システム（電子カルテ）

ＬＡＮ配線施工ネットワーク全体、電子カルテサーバー

医療・ナース・薬剤・会計システムなどのシステム連携構築

        ・随意契約（プロポーザルによる審査）  ・落札率９８．８％



物品名 町立病院全身用コンピュータ断層撮影装置（ＣＴ）

契約金額 ３８，３３５，０００円（内消費税３，４８５，０００円）

相 手 方

住所 福山市神辺町大字新徳田２３５番地

氏名 株式会社ミーム

代表取締役 井上 泰利

納期 議決日の翌日～Ｒ４．３．２５

購入備品
全身用Ｘ線ＣＴ診断装置 ＧＥﾍﾙｽｹｱｼﾞｬﾊﾟﾝ Ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ Maxima

ザイオワークステーション、造影剤注入装置

         ・指名競争入札（１４社）  ・入札率９９．６％

物品名 町立病院医用画像サーバー装置一式

契約金額 ６，７９２，５００円（内消費税６１７，５００円）

相 手 方

住所 福山市神辺町大字新徳田２３５番地

氏名 株式会社ミーム

代表取締役 井上 泰利

納期 議決日の翌日～Ｒ４．３．２５

購入備品
富士フイルムメディカル

画像ファイリング装置一式 SPINE-2_3.2TB

            ・指名競争入札（１４社）  落札率９５．０％

物品名 町立病院Ｘ線ポータブル撮影装置一式

契約金額 １１，０７７，０００円（内消費税１，００７，０００円）

相 手 方

住所 福山市神辺町大字新徳田２３５番地

氏名 株式会社ミーム

代表取締役 井上 泰利

納期 議決日の翌日～Ｒ４．３．２５

購入備品
富士フイルムメディカル

ＤＲ システム CALNEO Smart 一式

         ・指名競争入札（１４社）  落札率９５．０％

＜公の施設における指定管理者の指定＞ 議案第１６１号

内  容

施設の名称 神石高原町立神石へき地診療所

指定管理者の名称 神石高原町福永１４４１番地２

一般社団法人 風鈴（ﾌｰﾚｲ）

指定の期間 Ｒ３．１０．１～Ｒ４．３．３１



＜人権擁護委員候補者の推薦＞ 議案第１６３号

氏 名 生年月日 住 所 任 期

瀧川
たきがわ

浩
ひろし

Ｓ３５・２．７ 神石高原町福永
法務大臣が委嘱し

た日から３年間

米山
こめやま

文子
ふ み こ

Ｓ３３・９・２６ 神石高原町草木 〃

松岡
まつおか

純夫
す み お

Ｓ２７・６．１５ 神石高原町油木 〃

瀬尾
せ お

信
のぶ

明
あき

Ｓ２６・１１．１１ 神石高原町高蓋 〃

【令和２年度決算数値】

○令和２年度の一般会計、各特別会計、病院事業会計の明細は次表のとおりです。

   ＊歳入額＝１９３億３６５２万円  （前年対比１９．３％増）

   ＊歳出額＝１８１億１２２８万３千円（  〃  １８．７％増）

（差引次年度繰越額＝９億４，１０８万８千円）（内明許繰越額１億９，４３３万 1 千円）

○形式収支・実質収支⇒全会計黒字

○単年度収支⇒黒字（一般会計、介護保険、簡易水道、飲料水供給施設、）

▲赤字（国保会計、後期高齢者、農業集落排水）

令和２年度決算統計資料 単位：万円

区　　分 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R２年度

基準財政需要額 54億1900 55億3875 56億4706 55億3282 55億7026 58億1746

標準財政規模 69億2915 65億3756 64億8125 62億0473 60億5555 62億4628

財政力指数 0.217 0.211 0.213 0.213 0.208 1.208

経常収支比率 75.3% 78.3% 79.4% 80.3% 82.2% 77.4%

公債費比率 6.5% 5.6% 5.8% 4.3% 3.6% 3.6%

実質公債費比率 8.2% 7.0% 6.7% 6.5% 6.3% 5.7%

地方債現在高 130億5759 127億0528 126億3720 120億0545 122億4572 124億3338

基金残高 107億3962 112億7902 114億9929 102億6398 102億4579 106億1014



令和２年度収支総括表

自主財源 義務的経費
1.1% 1億5569万円 使用料及び手数料 26.9% 23.3%

6.2% 8億9960万円 繰 入 金 39億0186万円 31億2401万円 5億3831万円 3.7%

3.3% 4億7260万円 繰 越 金

1.8% 2億5680万円 地方譲与税

依存財源 投資的経費

73.1% 23.1%
106億0675万円 30億9503万円 12億9414万円 8.9%

19億2334万円 13.3%

33億2265万円 22.9%

53.7% 9億7263万円 6.7%
15.2% 22億0861万円 国庫支出金 72億0739万円 3600万円 0.2%

8.0% 11億6351万円 県支出金 9億5277万円 6.6%

11.7% 16億9940万円 町債（借入金） 10億8218万円 7.5%

　　

扶助費

その他

公債費

（借金返済額）

災害復旧費

次年度繰越金（注1）

歳　　　出歳　　入

34.7%

（注１；繰越される事業の財源４億４９８８万円を含みます）

12億6908万円 8.7%

積立金

12.8%18億0089万円

9.7% 14億0812万円

13億1662万円 9.1%

令和２年度一般会計決算比較表

総　額１４５億８６０．７万円

6.7%
人件費

町　　　　税9億6585万円

1.7% 各種交付金

50億2760万円

普通建設事業費

2億5083万円

地方交付金

繰出し金

補助費等

その他分担金等の収入

物件費など

貸付金・投資



一般会計決算額増加要因

①庁舎建設 建設工事費の増 １４億７千万円

②新型コロナウイルス感染症対策関連 １３憶５千万円程度の事業実施

③高額寄附を受領し基金造成を行った ４億円

病院事業会計は、約４億円増加。病院建設工事を本年度より本格的に着手したため決算額が大幅増

額した。

６億３，２２９万６千円が実質収支となり、３億２千万円財政調整基金に積立てた。

基金への積立を除く３億１，２２９万６千円を次年度への繰越金として活用することとしている



令和３年度９月補正予算明細表（一般会計・会計別総括表）

予 算 現 額
歳 入
決 算 額

歳 出
決 算 額

翌年度繰越
財 源

差 引 残 額

156億0732 145億0861 134億2643 4億4989 6億3230

10億9339 10億8358 10億3030 5328

3億5940 3億5932 3億5854 79

18億8887 18億9140 18億5082 4058

2億7608 2億8240 2億5945 2295

4386 4388 3686 701

2億9292 2億9448 2億7703 1745

180 18 18

10 5

39億5643 39億5528 38億1323 1億4205

8億8482 8億7263 8億7263

204億4857 193億3652 181億1228 4億4989 7億7435

分収育林事業

会　　計　　名

令和２年度

計

合  計

一般会計

特

別

会

計

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

企業
会計

病院事業会計

簡易水道事業

飲料水供給施設事業

農業集落排水事業

総合開発事業

（単位：万円）四捨五入

費目 補正予算 補正後予算 主な内容

議会費 10 7747 職員手当

総務費 1億1152 34億6199

庁舎管理（太陽光精算）1,527、企業版ふるさと納税活用事業（PﾜﾝｺJ）
3,000（空飛ぶ医療団）5,000、地域活性化事業委託（ﾆｰﾅ）99.三和協働

支援センター委託料（夜間・休日）20

民生費 1341 19億3032 コスモス苑裏排水工事247、児童福祉過年度国庫返還583

衛生費 3724 26億1801
予防接種182、飲料水確保（ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ２件）100、病院会計（政策医療交付

金）3,099、簡水会計繰出し▲300、飲料水供給会計271

農林水産費 891 7億5735
新規就農者支援96、有害鳥獣（ｻﾙ囲い罠・時安）160、農業生産団体育
成225、畜産施設整備207、ひろしま山の日県民の集い委員会経費30

商工費 2657 1億7184 事業継続・雇用維持支援（ｺﾛﾅ対策）1,545、観光団体など育成（ｺﾛﾅ）950

土木費 1740 6億3936 町道維持補修1,100、道路維持220、河川維持400

消防費 740 4億3059 豪雨災害対策200

教育費 3174 6億9959 三和小学校通学路法面624、三和小学校ﾌﾟｰﾙ法面改良2,353

災害復旧費 4億7867 6億2503
現年発生農地農業施設復旧1億5,499、現年発生林道災害復旧5,299、
現年発生道路橋梁災害復旧2億7,069

公債費 13億8634

諸支出金 384 3億3676 森林経営管理推進基金積立384

予備費 4000

合　計 7億3680 131億7465 ※内新型コロナ感染予防対策予算額は３億２，７１５万円です

　　　　令和３年９月一般会計補正予算



７月補正後予算 ９月補正 ９月補正後予算 摘要

124億3786 7億3679 131億7465

11億0727 204 11億0931 人件費80、県清算金124

3億7288 119 3億7407 広域連合負担金16、繰出金103

18億8047 5562 19億3609 ｼﾙﾄﾋﾟｱ油木補助事業5,530

保 険 事 業 勘 定 18億6467 5562 19億2029 ｼﾙﾄﾋﾟｱ油木補助事業5,530

介 護 ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 事 業 勘 定 1580 1580

3億3042 3億3042 施設維持838、委託料▲888

4200 371 4571 施設維持271

2億4819 800 2億5619 施設維持800

370 370

170 170

39億8663 7056 40億5719

27億2940 3107 27億6047 政策医療交付金3,029

191億5389 8億3842 199億9231

67億1603 1億0163 68億1766

令和３年度予算会計別総括表

単位：万円（四捨五入）

令和３年度

会　計　名

特別会計＋病院事業会計

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

内
訳

簡 易 水 道 事 業

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

病 院 事 業 会 計

合　　　計

特別会計計

９月補正の主なものは、各種補助金の追加、新庁舎移転に伴うもの（旧庁舎屋上に設置している太

陽光発電装置の用途変更に伴う補助金返還）、企業版ふるさと納税関連、三和小学校工事、コロナウ

イルス関連、先般の秋雨前線災害復旧などです。


